
　　　　

使用目安

スクイーズ式ミニコンクリートポンプ車　　　　

　　

ピストン式コンクリートポンプ車　　　　

ブ
｜
ム
打
設

1～ 2袋

1～ 5袋

※1袋当たりの最大能力 55ｍ（圧送負荷 83ｍ）

※使用内容により袋数は異なります。

作成方法

①ペール缶にパワモル 1袋につき

　水 4.5ℓ目盛りまで入れる。

②パワモル 1袋投入。

③スコップを突き立て手首を左右に回転するだけで OK。

（混ぜる道具は何を使っても、 例えば現場にある桟木でも可）

④作成完了

今までにない！驚きの練り混ぜ易さ！ぜひ体感！

本　　　社　〒651-1502　神戸市北区道場町塩田 2303-2          
　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：078-985-0039　FAX：078-985-0036 
関東支店　〒171-0014　東京都豊島区池袋 2-14-2 池袋 2 丁目ビル 2F          
　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL：03-5953-1782　FAX：03-5953-8966              
技術研究所／工場　　　京畿道廣州市昆池岩邑五香里 166-4           
         

http ： //chemiusjapan.co.jp  
株式会社ケミウスジャパン

　　コンクリートポンプ専用

　　　　先行モルタル剤　

POWER-MORTARPOWER-MORTARPOWER-MORTARPOWER-MORTARPOWER-MORTARPOWER-MORTAR

SLICKSLICKSLICKSLICKSLICKSLICK

スリック・パワーモルタルスリック・パワーモルタルスリック・パワーモルタルスリック・パワーモルタルスリック・パワーモルタルスリック・パワーモルタル

その他

用途：補修材、接合材、目地等にも使用可能。

配合比



スリック・パワーモルタル
　コンクリートポンプ専用に特化した先行モルタルの御提案

特　　長

２．  縦 44.5cm× 横 39.5cm× 奥行 9.2cm　重さ 18kg で現場作成・使用、使用容量、

　　持ち運び、保管にも便利なコンパクトサイズ

高粘性・高流動・高強度・材料分離低減に設計。

３．従来モルタルに比べ、スリック・パワーモルタルは非常に練り混ぜ易く

　　作成が簡単。

４．先行水不要でも OK。

　　　　

５．廃棄量　９３％削減　　　

※ブーム打設３袋使用時　　　６．CO2　 　９４.２％削減　　　

７．コスト　５５％削減 

　　　

］
荷姿・価格

サイズ : 縦   44.5cm 
           横   39.5cm
　　　  奥行  9.2cm
荷姿
重量 18kg
販売価額：1,800 円
送料別

蓋 , 目盛付練り混ぜ
専用透明ペール缶
サ  イ  ズ  :  24ℓペール缶
販売価額   ：1,100 円
送料別

販売価額：1,600 円
　　　　　3,100 円
送料別　　　　　　　　　　　　

・パレット

・単品 ・練り混ぜ専用ペール缶

フロー ㎜ KS F 2476 200 ± 20 195

凝結時間
始発 時間:分

JIS R 5210
1:00 以後 2:30

終結 時間:分 10:00 以 内 6:50

圧縮強度

材齢 3日 N/㎟

JIS R 5201

15 以上 26.4

材齢 7日 N/㎟ 25 以上 36.4

材齢 28日 N/㎟ 35 以上 43.7

試験 ・ 検査項目 単位 試験方法 品質基準 試験結果

NET18kg

１．コンクリートポンプ専用に特化した先行モルタル剤。流動性も強度も確保し、

　使い勝手がとても良い。

　※従来モルタル、ドライモルタルはコンクリートポンプ専用ではない。 多用途のため、標準配合での

　　流動性は先行モルタルに適さない。流動性を上げると強度は低下する。

物性比較試験　スリック・パワーモルタルと M1・M2（1：2）、M3（1：3）モルタル

フロー（FLOW）

圧縮強度

・国内の標準的な配合であるM1の場合、先行モルタルとしての用途にはフロー値（流動性）に問題がある。
・スリック・パワーモルタルとM2、M3配合で同じ流動性を確保。
・スリック・パワーモルタルはM2と比較して同等レベル以上の圧縮強度を発現する。
・M1はスリック・パワーモルタルよりも高い圧縮強度を発現するが、低流動性で使い勝手に問題がある。

物性比較試験　スリック・パワーモルタルとドライモルタル

フロー（FLOW）

圧縮強度

・国内の標準的な配合であるDM15%の場合、先行モルタルとしての用途にはフロー値（流動性）に問題がある。
・先行モルタルの使用用途として 17.5％で流動性を確保。
・DM15%はスリック・パワーモルタルと同等レベルの強度を発現するが、低流動性で使い勝手に問題がある。
・スリック・パワーモルタルはDM17.5%と比較して同等レベル以上の圧縮強度を発現する。

物性比較試験
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セメント使用量 ２６５Kg/回
※国土交通省　土木標準積算仕様書

1:3ﾓﾙﾀﾙ　ﾖﾘ

セメント製造におけるCo2排出量 ０．８４Kg-Co2/kg
（ポルトランドセメント） ※国土交通省　第6回環境部会資料

H１９．２月作成　ﾖﾘ

モルタルミキサー車現場輸送距離 １０Km　往復　（想定）

モルタルミキサー車平均燃費 ５Km/L　（想定）

モルタルミキサー車（ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ車）当り ２．６Kg/Ｌ
Co2排出量

（１）

モルタル０．５㎥によるCo2排出量　算出データ

設定条件



Co2排出量　算出データ

セメント使用量 １５．７５kg/回
　※国土交通省　土木標準積算仕様書

　　1：3ﾓﾙﾀﾙ　ﾖﾘ

セメント製造におけるCo2排出量 0.84kg-Co2/ｋｇ
（ポルトランドセメント） 　※国土交通省　第6回環境部会資料

　　H１９．２月作成　ﾖﾘ

製造過程電力ｴﾈﾙｷﾞｰのCo2排出係数 ０．５５５Kg-Co2/Kwh
　※環境省　排出係数一覧ﾃﾞｰﾀ　ﾖﾘ

製造方法・能率 原料ﾐｷｼﾝｸﾞ（ﾐｷｻｰ）
６００Kg/回

ミキシング時間 １h/６００ｋｇ

ミキシング１回当り使用電力量 ３Kwh
　※製造工場　製造実績　ﾖﾘ

スリック・パワーモルタル１打設当り（ブーム打設：３袋使用時）
　電力使用量

　　３Kwh÷６００Kg×５４ｋｇ ０．２７Kw

輸送手段 無し
　（現場及びﾎﾟﾝﾌﾟ車常備）

（２）

スリック・パワーモルタル１打設当り

設定条件



★モルタル０．５㎥ ★スリック・パワーモルタル

モルタル0.5㎥当りCo2排出量 ｽﾘｯｸ・ﾊﾟﾜｰﾓﾙﾀﾙ３袋（５４ｋｇ）
　　　　　　（ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ） 製造過程電力によるCo2排出量

０．８４×２６５　=２２２．６ ０．２７×０．５５５　=　０．１４９

輸送によるCo2排出量 輸送によるCo2排出量

（１０＋１０）÷５×２．６ 　単体輸送が無い為

=　１０．４

ｽﾘｯｸ・ﾊﾟﾜｰﾓﾙﾀﾙ３袋当たりCO2排出量
　　　　　　（ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ）

０．８４×１５．７５　=１３．２３

モルタル合計 ｽﾘｯｸ・ﾊﾟﾜｰﾓﾙﾀﾙ　合計

単位：Kg-Co2

（３）

初期打設１回当り　Co2排出量比較

２２２．６

１０．４

初期打設当りのCo2　　　９４．２％削減

２３３

０．１４９

０．０

１３．３７９

１３．２３



１．スリック・パワーモルタル物性検査

２．スリック・パワーモルタルとモルタル物性比較試験

３．スリック・パワーモルタルとドライモルタル物性比較試験

４．スリック・パワーモルタル　使用例（ブーム打設）

株式会社ケミウスジャパン

（４）

「スリック・パワーモルタル」品質管理データ



〈試験実施日〉

平成２９年１２月２５日

〈目的〉

スリック・パワーモルタルの物性検査

〈試験方法〉

フロー KS　F　２４７６

凝結時間　 JIS  R  ５２１０

圧縮強度 JIS  R  ５２０１　

〈配合比〉

〈結果〉

株式会社ケミウスジャパン

（５）

195

試験・検査項目 単位 試験方法 品質基準 試験結果

43.7

2：30

終結 時間：分 10：00　以内 6：50

材齢　3日 N/㎟

JIS　R　5201

15以上 26.4

材齢　7日 N/㎟ 25以上 36.4

材齢　28日

25 4.5 18 22.5

圧縮強度

35以上N/㎟

凝固時間
始発 時間：分

JIS　R　5210
1：00　以後

フロー mm KS　F　2476 200±20

1.スリック・パワーモルタル物性検査

W/PM比 材料費（kg）

水 Slick・Power-MORTAR 合計（％）



〈目的〉

スリック・パワーモルタルとモルタルの物性比較試験

〈試験条件〉

生コン工場から供給されているモルタル標準配合（1：2）を適用

スリック・パワーモルタルと比較し、同じ流動性を確保するため

に水量調整配合（1：2、1：3）を適用

〈試験方法〉

フロー、圧縮強度

〈配合比〉

〈結果〉

〈考察〉

株式会社ケミウスジャパン

（６）

圧縮強度

・スリック・パワーモルタルとM2、M3配合で同じ流動性を確保。

・国内の標準的な配合であるM1の場合、先行モルタルとしての用途に
はフロー値（流動性）に問題がある。

・スリック・パワーモルタルはM2と比較して同等レベル以上の圧縮強度
を発現する。

・M1はスリック・パワーモルタルよりも高い圧縮強度を発現するが、
低流動性で使い勝手に問題がある。

2.スリック・パワーモルタルとモルタル物性比較試験

配合
スリック・

パワーモルタル
標準配合

1：2

フロー

M2 M3

圧縮強度

材齢　3日 N/㎟

材齢　7日 N/㎟

フロー mm

試験・検査項目 単位

材齢　28日 N/㎟

区分 PM M1

流動性調節配合
1：2

流動性調節配合
1：3

W:M 25.0 14.6 24.3 21.1

PM M1 M2 M3

181.4 100.0 186.2 182.6

28.3

41.1 23.6 17.9

36.4

43.7

47.1

55.1

28.6

37.9

21.6

26.4



〈目的〉

スリック・パワーモルタルとドライモルタルの物性比較試験

〈試験条件〉

ドライモルタル標準配合DM/W　15％を適用

流動性を確保するために水量調整配合DM/W　17.5％を適用

〈試験方法〉

フロー、圧縮強度

〈配合比〉

〈結果〉

〈考察〉

株式会社ケミウスジャパン

（７）

3.スリック・パワーモルタルとドライモルタル物性比較試験

フロー
・国内の標準的な配合であるDM15％の場合、先行モルタルとしての用
途にはフロー値（流動性）に問題がある。

・先行モルタルの使用用途として17.5％で流動性を確保。

圧縮強度

・DM15%はスリック・パワーモルタルと同等レベルの強度を発現する
が、低流動性で使い勝手に問題がある。

・スリック・パワーモルタルはDM17.5％と比較して同等レベル以上の圧
縮強度を発現する。

105.0

単位 PM DM15％ DM17.5％

26.4 20.9

N/㎟ 43.7

mm 181.4 90.0

41.6 33.3

区分 PM DM15％ DM17.5％

配合
スリック・

パワーモルタル
標準配合 流動性調節配合

16.1

N/㎟ 36.4 34.2 25.6

N/㎟

材齢　28日

フロー

材齢　7日圧縮強度

材齢　3日

W:M 25.0 15.0 17.5

試験・検査項目



セメント系材料圧縮強度

試験結果報告書

試験依頼者 株式会社ケミウスジャパン
在 地 神戸市北区道場町塩田2303-2

工 事 名
施工者名

Page : 1/1 

0086 試験番号

受付日

報告日

平成30年 6月 8日

平成30年 6月 9日

一般財団法人日本建築総
試験研究センター

センタ ー長工学博士 柑J I 

試験体種 類 1. 根固め液 2. くい周固定液 3. 無収縮モルタルのその他（ ドライモルタル ）
製 作 日 平成 30年6月6日 試験年月日 l 平成30 年 6月 g日I材齢 3 日
強 度管理材 齢 3 Bl 設計碁準強度 (N/mn! ·kgf/cnt) 

材料
種類 セ メント そ の 他

使用
品名 ドライモルタル
区分 水罷(kg/吋） セメント量(kg/吋） そ の 他

調 ムロ I ドライモルタル DM/W 15% 
II 

区分 杭Noそ の 他 形状寸法 成型方 法 養生方法
＊ 数贔

各区分の試験条件 I </l 5X 10 I. ピニ ー ル袋＠モ ー ルド
3. ( ） ウ 3本

II 
' ' '' 

I. ビニ ー ル袋2. モ ー ルド 一本3. ( ） 

ドライモルタル物性試験
＊ア：標準水中 (20士2℃)イ：室内封絨 ウ：室内気中

考 力：屋外水中 キ：屋外封緩ク：屋外気中
サ：その他（ ） 

（この枠内は試験依頼者記入による）
試 験

� 一

結 果

試験年月日 平成30年 6月 9日 公称寸法(mm) <I> 50 X 100 

区分 番号 圧縮強度 備
(N/mm2) 平均値

l 20.6 

l 2 21. 6 20.9 ' " ' ' '

3 20.6

1 '" "' "' 

II 2

3 ' '

試
強
験
度

は、JIS A 1108 Iコンクリ ー トの圧
値

縮
で
強

あ
度

る
試

。
験方法」 に準じた。

は、公称断面積によって計算した
試験結果には、供試体の直径及ぴ試験機の誤差により士2%の誤差を含

慮
む
面

報告書発行責任者i材料部中央試験室 室長博士（工学）荒井直直華りQ�} TEL 06 (6834) 0561 

（８）
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セメント系材料圧縮強度

試験結果報告書

試験番号

受付日

報告日

0152 

平成30年 6月 8日

平成30年 6月13日

●, 

試 験依頼者 株式会社ケミウスジャパン
在 地 神戸市北区灌場町塩田2303-2

工 事 名
施工者名
試験体種 類 I. 根固め液 2. くい周固定液 3. 無収縮モルタル®その他（ ドライモルタル ）
製 作 日 平成 30年6 月 6日 試験年月日 I 平成 30 年 6月 13日 I 材齢 7 日
強 度管理材齢 7 日―l 設計基準強度 (N/mnr·kgf/cnr) 

使用 材料
種類 セ メ ント そ の 他
品名 ドライモルタル
区分 水塁(kg/吋） セメント量(kg/吋） そ の 他

調 A ロ I '' ' ドライモルタル DM/W 15% 
II " 

区分 杭Noそ の 他 形状寸法 成 型 方 法 養生方法
＊ 数量

各区分の試験条件 I </> 5X 10 1. ビニ ー ル袋＠モ ー ルド
ア 3本3. ( ）

II 
"' ' 

1. ピニ ー ル袋2. モ ー ルド 一本3. ( ）

ドライモルタル物性試験
＊ア：標準水中(20土2℃)イ：室内封絨 ウ：室内気中

考 力：屋外水中 キ：屋外封絨 ク：屋外気中
サ：その他（ ） 

（この枠内は試験依頼者記入による）

試験年月日 平成30年 6月13日 公称寸法 (mm) </> 50X 100 

区分 番号 圧縮強度 備
(N/mm2) 平均値

1 33. 7 - - -- -- ----------------

I 2 34. 5 34. 2 --------- --- - ------

3 34. 3

l 

II 2 ------—----- -- - ----- --

3 
試

強
験

度
は、JIS A 1108「コンクリ ー トの圧縮強

あ
度

る
試

。
験方法」に準じた。

は、公称断面積によって計算した値で
試験結果には、供試体の直径及び試験機の誤差により士2%の誤差を

〗全面B
訳

報告書発行責任者I材料部中央試験室 室長博士（工学）荒井迅涯亘？ぽ王j J TEL 06 (6834) 0561 
�,,. こー、 - ��.

試 験 結 果

（９）
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セメント系材料圧縮強度 試験番号

受付日

0027 

試験依頼者
在 地

工 事 名
施 工 者 名
試験体種 類
製 作 日
強度管理材齢

使 用 材 料

調 ムロ

各区分の試験条件

考

試験年月日

区分 番号

1 

I 2 

3 

1 

II 2 

3 

試験結果報告書

株式会社ケミウスジャパン
神戸市北区道場町塩田2303-2

報告日

平成30年 6月 8日

平成30年 7月 4日

財
験

ン

般
試
セ 夕

団
研

士博

本

一法究
長

日
夕
学

ン
エ

人
セ

築

河

建 醤昌
璽

誓闘璽
＿贔
胃酋
一

鱈
心

総

I. 根固め液 2. くい周固定液 3. 無収縮モルタル⑨その他（ ドライモルタル ）
平成 30年6 月 6日 試験年月日 l 平成30 年7月 4日1材齢 28 B 

28 日I設計基準強度 (N/直kgf/cn!)
種類 セ メ ン ト そ の 他
品名 ドライモルタル
区分 水量(kg/対） セメント量(kg/nt) そ の 他

I ' . '" ドライモルタル DM/1'1 15% 
II . '

区分 杭Noそ の 他 形状寸法 成 型 方 法 養生方法＊ 数 量

I c/> 5X 10 ） ． ビニ ー ）レ袋＠モ ー ルド
3. ( ） ア 3本

II ］ ． ビニ ー ル袋2. モ ー ルド 一 本3. ( ） 

ドライモルタル物性試験
＊ア：標準水中(20士2℃)イ：室内封鍼 ウ：室内気中

力：屋外水中 キ：屋外封級 ク：屋外気中
サ：その他（ ） 

（この枠内は試験依頼者記入による）

試 周灸 結 ・ 果

平成30年 7月 4日 公称寸法 (mm) </> 50 X 100 

圧縮強度 備
(N/mm') 平均値
43.8 

41. 4 41. 6

39.6 

試
強

験
度
は、.TIS A 1108 Iコンクリ トの圧縮強度試験方法」に準じた。
は、公称断面積によって計算した値である。

試験結果には、供試体の直径及び試験機の誤差により士2%の誤差を含
厄

む�遡愈

報告書発行責任者I材料部中央試験室 室長博士（工学）荒井正直嘩印C!�引
一

藝 -v . � 

TEL 06 (6834) 0561 

（１０）
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セメント系材料圧縮強度

試験結果報告書

試験番号
I

0085 

受付日 平成30年 6月8日

報告日 平成30年 6月9日

直師四愚雪僻
総

河

築建

士博

本

一
日
夕学

ン
ェ

人
セ法究

長
夕

団研財
験

ン

般
試
セ

試験依頼者 株式会社ケミウスジャパン
在 地 神戸市北区道場町塩田2303-2

工 事 名
施工者名
試験体種 類 1. 根固め液 2. くい周固定液 3. 無収縮モルタル ®その他（ ドライモルタル ）
衣告IJ 作 日 平成 30年6 月 6日 試験年月日 I 平成 30年 6月 9日I材齢 3 日
強度管理材 齢 3 日 I 設計甚準強度 (N/mn! ·kgf/c叶）

種類 セメント そ の 他
使用 材料

品名 ドライモルタル .' 

区分 水量(kg/面） セメント量(kg/吋） そ の 他
調 £ロヽ I ' "  . ' ドライモルタル DM/IV 17. 5% 

II 

区分 杭 Noそ の 他 形状寸法 成 型 方 法 羨生方法
＊

数量

I q,5Xl0 I. ビニール袋©モールド ウ 3本各区分の試験条件 3. ( ） 

II 
I. ビニ ール袋2. モ ールド 一本3. ( ） 

ドライモルタル物性試験
＊ア：標準水中(20士2℃)イ：室内封鍼 ウ：室内気中

考 力：屋外水中 キ：屋外封報 ク：屋外気中
サ：その他（ ） 

（この枠内は試験依頼者記入による）

試験年月日 平成30年 6月9日 公称寸法(mm) r/> 50 X 100 

区分 番号 圧縮強度 備
(N/mm2) 平均値

1 15. 8

I 2 16.2 16. 1 . ' . 

3 16. 2

1 

II 2 

3 
試
強度

眠は、JIS A ll08 Iコンクリ ー トの圧
値

縮
で
強

あ
度

る
試

。
験方法」 に在じた。

は、公称断面積によって計算した
試験結果には、供試体の直径及び試験機の誤差により土2%の誤差を

贔
含 為

報告書発行責任者1材料部中央試験室 室長博士（工学）荒井旧市=3�Q�J TEL 06 (6834) 0561 
,,., - � ー ,.

試 験 結 果

（１１）
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セメント系材料圧縮強度

試験結果報告書

試験番号

受付日

報告日

0153 

平成30年 6月 8日

平成30年 6月13日

一般財団法人日本建築総
試験研究センター

センタ ー長 工学博士 riiJ ' 

試 験依頼者 株式会社ケミウスジャパン
在 地 神戸市北区道場町塩田2303-2

工 事 名
施工者名
試験体種 類 1. 根固め液 2. くい周固定液 3. 無収縮モルタル ®その他（ ドライモルタル ） 
製 作 日 平成 30年6 月 6日 試験年月日 I 平成30 年 6月 13日 I 材齢 7 日
強度管理材 齢 7 日I設計基準強度 (N/mni·kgf/c面）

種類 セ メ ン ト そ の 他
使 用 材料

品名 ドライモルタル
区分 水量(kg/rrr) セメント最(kgJnf) そ の 他

調 ムロ I ' ' ' ドライモルタル DM/IV 17. 5% 
II '' . "' ' ' 

区分 杭Nuそ の 他 形状寸法 成型方 法 養生方法
＊

数量

各区分の試験条件 I (/15X 10 I. ピニ ー ル袋©モ ー ルド
ア 3本3. ( )  

II 
l. ビニ ー ル袋2, モ ー ルド 一本3. ( ） 

ドライモルタル物性試験
＊ア：棉準水中 (20 土2℃)イ：室内封級 ウ：室内気中

考 力：屋外水中 キ：屋外封誠 ク：屋外気中
サ：その他（ ） 

（この枠内は試験依頼者記入による）

試験年月日 平成30年 6月13日 公称寸法(mm) </) 50 X 100 

区分 番号 圧縮強度 備
(N/mm2) 平均値

1 25. 5

I 2 25.8 25. 6 . ' ' '" 

3 25. 5

1 '" ' ' 

II 2 

3 9 』

試
強
験
度

は、JIS A ll08 fコンクリ ー トの圧縮強
あ
度

る
試

。
験方法」に準じた。

は、公称断面積によって計算した値で
試験結果には、供試体の直径及ぴ試験機の誤差により土2%の誤差を

｝苗面B
訳

報告書発行責任者I材料部中央試験室 室長博士（工学）荒井旧直者ワ固主j J TEL 06(6834)0561 
』ヽ

試 験 結 果

（１２）
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セメント系材料圧縮強度

試験結果報告書

試験番号

受付日

報告日

0028 

平成30年 6月 8日

平成30年 7月 4日

一般財団法人 日本建築総
（
霞
_J
ワ幽儲犀輯且屑に誌攣［涵嚢屈

試験研究センタ ー

センタ ー長工学博士 河 嬰

試験依頼者 株式会社ケミウスジャパン
在 地 神戸市北区道場町塩田2303-2

工 事 名 " 

施工者名
試験体種 類 1. 根固め液 2. くい周固定液 3. 無収縮モルタ）レのその他（ ドライモルタル ）
製 作 日 平成 30年6 月 6日 試験年月日I 平成 30 年7 月 4日I材齢 28 日
強 度管理材齢 28 日l設計基準強度 '' ' (N/直kgf/cnf)

種類 セ メント そ の 他
使用 材料�

品名 ドライモルタル
区分 水量(kg/面） セメント蓋(kg/吋） そ の 他

調 ,,6-ロ I ドライモルタル DM/IV 17. 5%
II 

区分 杭Noそ の 他 形状寸法 成 型 方 法 整生方法
＊

数量

各区分の試験条件 I c/> 5X 10 I. ビニ ー ル袋①モ ー ルド ア 3本3. ( ） 

II 
I. ビニ ー ル袋2. モ ー ルド 一本3. ( ） 

ドライモルタル物性試験
＊ア：標準水中(20士2℃)イ：室内封粒 ウ：室内気中

考 ヵ：屋外水中 キ：屋外封絨 ク：屋外気中
サ：その他（ ） 

（この枠内は試験依頼者記入による）

試験年月日 平成30年 7月 4日 公称寸法 (mm) ¢50 X 100 

区分 番号 圧縮強度 備
(N/mm2 ) 平均値

1 32. 7

I 2 32. 1 33. 3

3 35. 2

l 
' "■ ' "' '● 

＂ 2 ' ' ' 

3 
試
強

験
度
は、JIS A 1108 Iコンクリ ー トの圧値縮

で
強
あ
度

る
試験方法」 に埠じた。

は、公称断面積によって計算した
試験結果には、供試体の直径及び試験機の誤差により土2%の誤差をitt�

報告書発行責任者I材料部中央試験室 室長博士（工学）荒井正暉里起呈三ヨl TEL 06 (6834) 0561 、: . .  ロ

試 験 結 果

（１３）




